
天理大学 天理大学
人間学部 人間学部

宗教学科 宗教学科
人間関係学科 人間関係学科

文学部 文学部
国文学国語学科 国文学国語学科
歴史文化学科 歴史文化学科

国際学部 国際学部
外国語学科 外国語学科
地域文化学科 地域文化学科

体育学部 体育学部
体育学科 体育学科

医療学部
天理医療大学 看護学科

医療学部 臨床検査学科
看護学科
臨床検査学科

天理医療大学 天理大学

医療学部 医療学部

看護学科（学士（看護学）） 看護学科（学士（看護学））

臨床検査学科（学士（臨床検査学）） 臨床検査学科（学士（臨床検査学））

〈変更前〉

設置者変更前後の組織

設置者変更をする事由

　平成30（2018）年11月に中央教育審議会が答申した『2040年に向けた高等教育のグランドデザイン』に示された今後高等教育
が目指すべき方向性に照らし、両大学がそれぞれ学校としての伝統と強みをさらに進展させるとことは自明のことだが、両大学
が高等教育機関として求められている姿に志向するために双方の強みを相手方の大学に活かすことにより、さらに上進すること
が可能になると考えている。
　具体的には、天理大学は天理外国語学校として設立し、履修可能な言語は現在10カ国語と留学生に対しては日本語教育を実施
している。さらに昭和30（1955）に開設した体育学部では保健体育の教員養成とアスリートの育成教育を、平成4（1992）年の改
革では人間関係学科を設置し、臨床心理士や公認心理師、社会教育、社会福祉士等の養成教育も実施してきた。他方天理医療大
学は医療専門職養成の専修学校として設立されて以降、一貫して看護師と臨床検査技師の養成を実施し、平成24（2012）年の大
学設置以降も継続している。天理医療大学の前身学校の設置組織である天理よろづ相談所病院は、昭和41（1966）に財団法人と
して設置時からコンゴに診療所を設置するなど海外における医療従事に積極的に関わってきたものの、近年ではその活動が従来
ほどには積極的に行える状況にはない。しかしながら、グローバル化した現在において多くの外国人も医療機関を利用する機会
が急増し、日常的に臨床部門で外国語によるコミュニケーションが重要になるとともに、今後医療従事者育成する対象として海
外出身者も増加するものと想像できる。そのような環境において、天理大学の強みである語学教育力を組み合わせることで、多
様な学生を医療従事者として育成できるとともに、コミュニケーション能力の高い医療従事者の育成が可能になる。また、天理
医療大学は単科大学として専門職の育成環境には適しているものの、人文学系の学修の幅を拡げることは難しく、天理大学は人
文学系総合大学としての学修の幅は確保できるが、文理横断的な学修の幅を拡げることには経営上の課題もあった。また、体育
学部においては、従来の身体的側面と精神面側面の強化を中心にアスリート育成をはかっているが、近年重要視されているス
ポーツ医学的側面からのサポート体制の強化が急がれているなかで、天理医療大学が培ってきた検査技術や知識を加えることは
極めて有効である。
　加えて、学校法人の経営的側面からは、天理医療大学は1学部2学科の単科大学であり、1学年100名収容定員400名の小規模大学
であるが、法人や大学を運営するためには図書館等の学修設備はじめ、学務・教務システムや財務システム、学修のためのICT環
境整備などの必要経費が一定の要する。私立大学学校振興・共済事業団の報告によると、近年では1学年の定員の大学経営への影
響について、安定的な経営を持続するためには800名がその基準となっている。現在天理大学は770名であり、天理医療大学は100
名である。今回の学部設置者を変更することによって、1学年870名の定員を要することになり、現状より安定的な経営を継続す
ることのできる基盤が構築できる。併せて、学務・教務システムや財務システム、学修のためのICT環境整備の共通化を図ること
により、より効率的で継続的に大学運営をはかることができる。
　両大学の強みを統合することで、大きな教育効果が期待できるものの、大学統合には従来の制度では経営的側面で課題があっ
た。今回の申請の契機の一つは、平成30（2018）年のグランドデザイン答申に盛り込まれた学校法人の経営の強化の一環として
の学部譲渡制度の提言があり、その後の私立学校法及び私立学校法施行規則等の制度改正である。学部単位での設置者変更が可
能になり、「教育の質保証」並びに「教育条件の同一性」を担保した上であれば事業譲渡を円滑に行う方向であるとの答申を受
けて、現行の天理医療大学の教育制度を変更することなく、天理大学として事業を継続することができ、さらに学修の幅が拡げ
ることが可能になると判断した。
　学部設置者変更の対象である医療学部（看護学科及び臨床検査学科）は、それぞれの国家資格である看護師並びに臨床検査技
師の資格を取得するための受験資格を得る教育課程である。そのため看護師の場合は指定学校としての認可を得ている。そのた
め、受験資格を得るために定められた教育課程を現行通り維持し、学部設置者のみを変更するのが本申請である。今回の学部設
置者を変更するが、天理医療大学において設置されていた教育課程並びに教育組織は変更せず、指定学校としては大学名の名称
変更の届けとしている。天理医療大学医療学部として認可されていた教育課程、学位の名称、教育組織、学科の構成は変更しな
い。

〈変更後〉天理大学 医療学部

〈変更後〉

設置者変更前後の学位

〈変更前〉天理医療大学医療学部

変更の時期 令和5年4月1日

変 更 後 の 設 置 者 学　校　法　人　　天　理　大　学

学 校 法 人 の 位 置 奈良県天理市守目堂町213番地の4

変 更 前 の 設 置 者 学 校 法 人  天 理 よ ろ づ 相 談 所 学 園

フ リ ガ ナ ガッコウ　ホウジン　テンリ　ダイガク

学 校 法 人 の 位 置 奈良県天理市別所町80番地の1

計 画 の 区 分 天理医療大学医療学部の設置者変更

設置者変更の事由及び時期を記載した書類
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

設置者変更の事由及び時期を記載した書類

事 項 記　　　　　　　　　　　入　　　　　　　　　　　欄

フ リ ガ ナ ガッコウホウジン　テンリ　ヨロズ　ソウダンジョ　ガクエン
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33科
目

76科目 76科目

22科
目

20科
目

75科目

〈変更後〉天理大学 医療学部
　　臨床検査学科

演 習
実

験 ・
演 習

計講 義

26科
目

13科
目

教員組織の概要

（設置者変更前後の
教員組織）

〈変更前〉天理医療大学医療学部
　　看護学科

演 習講 義

33科
目

22科
目

20科
目

75科目

〈変更前〉天理医療大学 医療学部

〈変更前〉天理医療大学医療学部
　　臨床検査学科

37科
目

講 義 演 習
実

験 ・
演 習

計

26科
目

計 助手

兼 任
教 員 等

16人 4人 11人 7人 38人 4人

助教 計

〈変更後〉天理大学 医療学部

教育課程

（設置者変更前後の
授業科目数）

97人

助手講師

4人

教授 准教授

実
験 ・
演 習

計 計
実

験 ・
演 習

演 習講 義

37科
目

13科
目

97人

専任教員等

教授 准教授 講師 助教

専任教員等
兼 任
教 員 等

16人 4人 11人 7人 38人

〈変更後〉天理大学 医療学部
　　看護学科
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